
業績目標の標語（指導者評価）
目標としていた達成水準を上回る成果を出した（１００％超）

目標としていた達成水準に到達した（１００％）

わずかに目標の達成水準に達しなかった（90％以上100％未満）

目標の達成水準には届かなかった（６０％以上９０％未満）

目標の達成水準までは遠い結果となった（６０％未満）

目標達成のための取り組みが見られなかった

令和８年度 部局マニフェスト
～私たちの組織使命と目標～

部局名 議会事務局

役　職 局長

達成状況
（自己評価）

理由

氏　名 城北　博章

連絡先 0595-22-9687

議会広報機能の強化 市民の議会への参画

◎部局目標１ 関連の施策・基本事業No - 〈これまでの経緯〉
議会中継や議会だよりの発行（年４回）のほか、令
和３年度からは本会議、予算常任委員会の録画映
像のインターネット配信をYouTube配信に変更、新
たに３常任委員会の配信も開始した。また、伊賀市
議会公式LINEの運用を開始し、本会議会期内予
定、一般質問通告者一覧、議決状況や議会だより
発行等の情報発信を行っている。
〈目標が達成された姿（理想）〉
議会への関心が高まり、議会活動が理解され、市民
との信頼関係が構築されている。
〈現状分析〉
・運用開始から５年経つが、YouTube登録者数399
人、公式LINE友だち数339人と伸び悩んでいる。
・議会だより等でご意見やご感想を募集しているが、
ほとんど意見が寄せられず、市民の望む情報を発
信できているか把握できていない。
〈課題〉
・広報に関する意見を市民が発しやすい方法の検
討が必要である。
・公式LINEは情報発信していない月もあるため、発
信内容の検討が必要である。

＜目標数値＞
公式LINE情報発信数　月１回
＜達成された状態＞
市民から意見・感想が寄せられ、寄せられた意
見・感想を議会だよりや公式LINEの情報発信等
に反映できている。
＜手段・行程＞
他市の議会だよりや広報の取り組みを研究し、
文字の大きさ、文字数、市民の意見・感想の募
集方法等を見直す。
定例会議開催月以外の月に公式LINEで発信す
る情報を検討し、広報広聴委員会に諮る。

▼

業績目標 表題 現状や課題 達成水準
（どこまでできれば達成したといえるか）


